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新新語

十番勝負

　結婚相手として、女性が男性に求める条件のことで、「仕事観が同じ」「金銭感覚が同じ」「育った環
境が同じ」の３つがあげられています。かつてバブル期には「高収入」「高身長」「高学歴」の「３高
男」が結婚相手の条件として必須となっていましたが、大きく様変わりしています。男女とも多くが、
結婚は共働きを前提としています。

３同男
（さんどうおとこ）

■
放
課
後
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
「
な
か
よ
し
学
級
」
で

毎
年
11
月
に
ミ
ニ
運
動
会
を
し
て
い
ま
す
。
ホ
ッ

ピ
ン
グ
、
一
輪
車
、
竹
馬
な
ど
「
な
か
よ
し
」
な

ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
保
護
者
の
方
た
ち
も

お
手
伝
い
、
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
日
頃

の
あ
そ
び
を
見
て
も
ら
う
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す

が
、「
で
き
た
！
」
と
き
の
達
成
感
を
味
あ
わ
せ

て
あ
げ
た
く
て
、
意
識
的
に
声
か
け
を
し
て
、
ち

ょ
っ
と
、
が
ん
ば
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

平
井　

美
由
紀
（
豊
中
市
職
労
）

■
運
動
会
が
終
わ
っ
て
も
サ
ン
マ
焼
き
パ
ー
テ
ィ

や
遠
足
に
と
、
息
つ
く
間
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
が

ん
ば
っ
て
ま
す
。

 

柏
野　

千
代
子
（
松
原
市
職
労
）

■
広
陵
町
の
か
ぐ
や
姫
ま
つ
り
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
奈
良
県
は
元
気
で
す
な
ぁ
。

 

浜
地　

啓
二
（
大
阪
府
職
労
）

■
父
は
80
歳
で
す
が
一
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

先
日
久
し
ぶ
り
に
帰
る
と
、
大
根
の
葉
っ
ぱ
を
ベ

ラ
ン
ダ
に
干
し
て
い
ま
し
た
。
何
を
し
て
い
る

の
？
と
聞
く
と
、
生
ゴ
ミ
が
増
え
る
の
で
干
し
て

か
ら
生
ゴ
ミ
に
捨
て
て
い
る
と
の
こ
と
…
昔
の
人

の
エ
コ
は
す
ご
い
な
あ
…
と
、
感
心
し
ま
し
た
。

パ
パ
す
て
き
！

 

奥
川　

則
江
（
守
口
市
職
労
）

■
政
府
が
ね
ら
っ
て
い
る
公
的
保
育
の
解
体
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
は
絶
対
に
許

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

 

久
米　

盛
次
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
奥
内
陶
芸
美
術
館（
前
月
号
）の
記
事
を
読
み
、

ぜ
ひ
見
に
行
っ
て
き
た
い
で
す
。

 

田
中　

恭
介
（
吹
田
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　下水から熱エネルギーを取り出し、冷暖房に供給する事業のこと。二酸化炭素（CO₂）の排出抑
制など温暖化対策のために国土交通省が進めています。下水は夏の間は外気より５度ほど低く、冬
は逆に５度ほど高いといわれています。活用すれば普通の冷暖房にくらべて約40％のCO₂の排出量
を減らすことができると言われています。

下水冷暖房

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
ウ
ナ
ギ
屋
の
店
か
ら
お
い
し
そ
う
な

○
○
○
○
の
匂
い
が

❹
年
が
若
く
て
未
熟
な
こ
と
を
言
う
時

の
く
ち
ば
し
の
色

❼
真
珠
○
○
攻
撃

❽
受
験
者
に
対
面
し
問
題
を
出
す
人

10
ま
た
た
く
間
。
○
○
○
○
に
し
て
消

え
失
せ
た

11
古
い
文
書
ま
た
は
古
本

13
漁
業
に
用
い
る
船

15
と
こ
ろ
番
地

16
終
わ
り
に
す
る
こ
と
。
審
議
○
○
○

○
19
日
本
の
○
○
○
は
東
京
で
す

20
野
球
で
レ
フ
ト
。
○
○
○
手

21
快
適
な
○
○
○
と
な
り
ま
し
た

22
旗
本
○
○
○
○
男

タ
テ
の
カ
ギ

❶
歌
舞
伎
役
者
を
卑
し
め
て
言
う
語

❷
朝
昼
○
○
の
３
食
つ
き

❸
奇
抜
な
手
段

❹
隣
○
○
○
○
が
迷
惑
し
て
い
る

❺
以
上
で
も
○
○
で
も
な
い

❻
卒
業
○
○
○
○
を
や
っ
と
書
き
上
げ

た
❾
漁
業
と
の
○
○
○
○
○
農
家

10
酎
ハ
イ
の
酎
っ
て
何
の
こ
と

12
○
○
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

14
十
曲
余
り
○
○
○
○
○
し
て
演
奏
し

た
17
地
方
裁
判
所
の
略
称

18
く
だ
ら
な
い
○
○
○
を
言
う
な

19
相
撲
の
準
備
運
動
の
一
つ

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
11
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
０

年
12
月
号
の
紙
面
に
掲
載

８
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
０
年
８
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ア
カ
ト
ン

ボ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
61
通
の
解

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の

５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
川
本
敏
昭（
大
阪
府
職
労
）、
▼
宮
内

友
子（
岸
和
田
市
職
労
）、
▼
岩
永
和
美

（
藤
井
寺
市
職
労
）、
▼
奥
川
則
江（
守

口
市
職
労
）、
▼
峰
朋
子（
吹
田
市
関
連

労
組
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：中国？　いや日本です。

８月号の解答
「アカトンボ」

カイシヨ メシタ
ギブ ウタイダシ
コ ウスクチ ザ
ウタン ジヨカン
カンドウシ ル
ン ウ ヨウカイ
アカミ カツテ

ボセイ トツタン

共 済 コ ー ナ ー
◆ 加入者の声お寄せ下さい ◆
掲載者には図書カードをプレゼント！
○応　募： クロスワードパズルと同じ様

式・同住所へ。宛先は「大阪
自治体の仲間」共済本部

○応募の締め切り　10月末
○ 匿名希望、イニシャル希望などお書き
添え下さい。

1 2 3 4 5 6

7 8 9

10

11 12 13 14

15

16 17 18

19 20

21 22

　

急
な
手
術
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
仕
事
も
１
ヵ
月

休
み
ま
し
た
が
、
手
術
見

舞
金
・
通
院
保
障
等
思
っ

て
い
た
よ
り
給
付
さ
れ
助

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
早

い
対
応
も
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。
労
働
組
合
に
は

助
け
合
い
の
共
済
制
度
が

あ
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
加
入

が
で
き
る
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
役
員
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

（
大
阪
公
務
公
共
一
般

 

・
Ｈ
さ
ん
）

◆
セ
ッ
ト
共
済
◆

プ
レ
ゼ
ン
ト　
　

加
入
中
に
病
気　

大
助
か
り
で
し
た

　

守
口
市
職
労
は
市
内
の
住
民
団
体
と
と

も
に
、「
守
口
学
校
給
食
ま
つ
り
」
を
10

月
10
日
に
市
内
の
公
園
で
開
催
し
ま
し

た
。
大
阪
自
治
労
連
現
評
給
食
部
会
の
仲

間
も
か
け
つ
け
、
訪
れ
た
市
民
に
手
作
り

の
お
い
し
い
学
校
給
食
を
提
供
し
ま
し

た
。
給
食
ま
つ
り
で
は
、
市
職
労
役
員
が

作
詞
し
た
、
学
校
給
食
の
歴
史
を
綴
る
江

州
音
頭
の
替
え
歌
も
披
露
し
ま
し
た
。

守口で「学校給食まつり」
江州音頭の替え歌も披露

▲
申し込み　各単組書記局または大阪自治労連青年部まで▲

締め切り　11月５日（金）▲

 企画内容　11月26日（金） 南港発20：00／27日（土） 新門司
港着（８：20）＝バスで移動＝大浦天主堂－昼食（長崎チャ
ンポン）－平和公園－原爆資料館－岡まさはる記念館－ホテ
ル着－夕食交流会／28日（日）オプション（追加料金あり）
Ⓐ軍艦島ツアー、Ⓑ坂本龍馬史跡めぐりツアー、Ⓒ佐世保平
和ツアー、Ⓓフリー

みんなで長崎に行こう！
大阪の自治体に働く
青年のつどい2010　

大阪自治労連
青年部主催

「地域主権・大阪維新改革」で、
住民のいのち、暮らしは
どないなんねん？

　　　　　地下鉄谷町線「谷町６丁目」下車徒歩５分▲

資料代　500円（全体集会・分科会通し）▲

シンポジウム
　コーディネーター・問題提起
　　鶴田廣巳（関西大学教授・大阪自治体問題研究所理事長）
　シンポジスト
　　森　裕之（立命館大学教授・大阪自治体問題研究所理事）
　　寺内順子（大阪社会保障推進協議会事務局長）
　　大原　真（大阪自治体労働組合総連合書記長）

～いまこそ連帯の力で、憲法と　　　
　地方自治が生きる大阪をつくろう～

第
18
回
大
阪
地
方
自
治
研
究
集
会

全体集会▲

日時　2010年12月11日（土）　13：30開会▲

会場　大阪府社会福祉会館４階ホール

前
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

•
ヨ
コ
の
カ
ギ
②
↓
④
に
訂
正

　

•
21
番
を
二
重
ワ
ク
に
す
る
。

〈
お
わ
び
と
訂
正
〉

　

と　き　11月26日（金）～28日（日）　
参加費　26,800円（組合員）


